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氏 名 谷 翼 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は、幅広い特性の地震動に対して建物の応答を高い信頼性のもとで低減するために、低
層部剛性を低下させた高層鉄筋コンクリート造建物に組み込むための連層壁とダンパーから構成
される新しい制振構造システムを提案したものである。得られた主な成果は次の通りである。 
 
１． 積層ゴムを回転支承として用いた連層壁脚部の性能を明らかにするため、積層ゴム径、回転
角、面圧をパラメターとした回転変形試験と、積層ゴムの浮き上がりを想定した離間着座試
験を行った。さらに、有限要素解析を用いて、回転支承に適したフランジ形状の検証を行っ
た。その結果、積層ゴムは連層壁の回転支承として十分な構造特性を有することを明らかに
した。 
２． 提案制振システムの連層壁とオイルダンパーとの接合部を対象とした多数回の繰返し加力実
験を行い、接合部の剛性及び耐久性能を確認した。また、ひび割れ発生位置をあらかじめ想
定した有限要素解析により、載荷力の増加に伴う剛性低下や鉄筋のひずみが追跡可能である
ことを明らかにした。この結果に基づき、十分な剛性と耐久性を有する合理的な接合部配筋
を行うことが可能となった。 
３． 提案制振システムを有する高層建物の地震時挙動を明らかにするために、多質点モデルを用
いた固有値解析と伝達関数解析を実施した。さらに、パルス的な地震動に対しては連続体モ
デルを、長周期地震動に対しては２質点モデルを導入した解析を行い、提案制振システムは
パルス的な地震動や長周期地震動などの種々の地震動に対する高層建物の変位応答を有効に
低減可能であることを明らかにした。 
４． 提案制振システムの応答低減特性を明らかにするために、実際の建物を模擬した６層の縮小
モデルを用いた振動台実験を行った。その結果、提案制振システムは、種々の地震動に対す
る変位応答を有効に低減可能であることを明らかにした。 
５． 提案制振システムの実用性を検討するために、提案制振システムを組み込んだ 3次元
の立体骨組による詳細モデルを用いて、代表的な記録地震波に対する地震時応答特性を
明らかにしている。その結果、連層壁に生じるせん断力や押さえ梁に生じるせん断力等
についての解析結果から、提案制振システムは実用的にも問題がないことを確認してい
る。 
 
以上の内容を要約すると、本論文は、種々の幅広い特性を有する地震動にも対応可能
な低層部剛性を低下させた高層鉄筋コンクリート造建物に組み込むための連層壁とダンパーから
構成される新しい制振構造システムを提案したものであり、学術上、実際上寄与するところ
が少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成３０年１月５日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申
請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
